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事業の概要

地域の課題⇒下呂地域の主要産業である観光業と建設業の双方が低迷

観光業の課題⇒観光客誘客のための新たな仕組みづくりが必要

建設業の課題⇒技術・機材・労働力の余剰、新分野への展開が必要

期待される効果

クリーンエネルギーを活用した水耕栽培ビジネスモデルの確

 
立により、地域内就業者の確保や、地域の基幹産業等と連

 
携した新規開発事業開拓の意欲の強化。また、ワサビを利

 
用した新たな特産物・土産品の開発による観光業の活性化

 
を図る。

・地元温泉旅館内での地元産ワサビ利用の定着に時間が要すること

・資金の関係上、今後の事業展開をどのように行うか(各種補助金の活用)
・ワサビの販路開拓

・ミニ水力発電システムならびに栽培用の水を利用するため、水利権の問題、

 
また電気事業法の問題解決が必要

事業の課題

雇用者：従業者数１人（平均雇用者数１人/月）

今後の建設業のビジネス展開

雇用の状況

・ビジネスモデル確立による本事業の技術を用いた水耕

 
栽培施設の建設事業の創出を目指す。
・他地域を視野にいれたビジネスモデルの順次拡大

○ミニ水力発電システムを利用したワサビの栽培施設建設

 
による実証実験

○下呂市内旅館等と連携したニーズ調査等の実施とビジネスモデル
設計（コスト分析、栽培技術確立・顧客・事業主体・事業の仕組み等）

○ワサビを利用した新たな特産物の開発
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